
 

  

 

 

 

 

 

もうすぐ 体育大会   ～力を発揮するために～ 
 気温が上昇してきました。当日は暑さが厳しいことが予想されます。毎年５月でも熱中症の救急搬送がありま

すので、熱中症を予防し、思う存分に力を発揮して１人１人が輝く体育大会になることを願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

新井北小学校 保健室 

ほけんだより 
令和 6年５月１０日 

 

熱中症の予防 

① 登下校や外で遊ぶ時は、帽子をかぶろう！ 

② こまめに水分をとろう！ 

③ 朝ごはんを食べて登校しよう！ 

④ 早寝早起きをしよう！ 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料：環境省『熱中症環境保健マニュアル 2023』 

熱中症となるメカニズム 

体の中の水分が不足して十分な汗がかけなくなったり、血液がなんらかの理由でドロドロになって 

血液の流れが悪くなってしまうと、体温調節機能が働かなくなります。 

体温調節機能が働かなくなると、体の中で発生した熱が体の外に放出されずにそのまま残ってしまい、 

異常な高体温（うつ熱）状態となって 熱中症 を引き起こします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

👣足元から健康への一歩！足に優しい靴を見極めましょう👣 

 お子さんの靴のサイズは足に合っていますか？きつくて足が痛くなったり、ゆるくてぬげて転んでけがを

してしまったり…。これから体育大会もあり、ますます外での活動が活発になってきます。お子さんの靴の

サイズの確認をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月号でお伝えした通り、５月も健康診断があります。各種問診等のご提出ありがと

うございました。各種健診の参考にさせていただきます。 

 健康診断が終了次第、医療機関受診のお知らせを配付しますので、早めの受診にご協

力お願いします。なお、先日行いました視力検査の結果は、眼科検診が終了し次第、順

次配付予定ですので、ご承知おきください。 

４月の 

保健室より 

新学期が始まり、進級・進学したことや新たな出会いに、わくわくドキドキした時

間を子どもたちも、お家の方も過ごしたことと思います。 

保健室の来室は、１日平均１２人でした。１か月張り切ってがんばったのではない

でしょうか。後半になると、疲れが出たのか、気候のせいか、体調を崩すお子さんが

増えてきました。 

保健室では、内科と外科に分けて記録を書いてもらっています。内科は自分の症状だけでなく、

今どうしたいかを考えてもらっています。まだ「分からない」と答える子どもも少なくないですが、

自分の症状や希望を言える子どもになってほしいと思っています。 

外科では、まず、「いつ」「どこで」「どの部位が」「どうなった」を話してもらいます。上手に説

明してくれる子どもが多く、驚いています。きちんと説明できるのは素晴らしいですね。 

また、「いたみのものさし」を使用しています。痛みの程度は人それぞれ感じ方が異なります。「い

たみのものさし」を使うと、「今は３くらいかな‥」と痛みを伝えることができています。自分の体

に関心をもち、大切にできる子どもを育めるよう、お手伝いできればと考えています。 


